
II―176 航対違島 ブロックエス に関する久験 的力家
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ぶ脚島更り1土脚  工負

大阪市立大学工学朴 工啜

1.ま たが こ
洲い■島結プロックエ琺1よ、あうかしb43設tれたれに、特夕社ル賂点た置ιセットして,この上にプしキャスト

プロックご猿み重ね,腱 置ι介してPC夕戯によリプレヘャストプロヽックι締わ有りるここにより,為こフ
・

レキャストプロックιlイ歓:させラーメン着過休こして荷立こ受けさせる様にした工拡であり,卿 物への

適用ι渚え向発で久たものぜある。絲 告:よ、この工法の設針拡及グ私漉焼緯り追跡lしょる宇全・Lの確総ιする

ために行なった根型実験鶏果について述べたものである。

2.実 験 瓶 手
多暖験泊いよ、写真-113示すように3層のラーメ,ゝ

も休ざあり,7段にな″重ねたアレキャ入トプロヽック
がづ成り′巾/・ο%′高さノ.9れぞある。

プレキヤストプロックのコンタリートの船 は,表
-l tt示したこありである。はりの断面ほ′高こ/め
薇%′ 巾 ′70牲 71Lぞあ り,鬱 部 lよ′SD30 ・ D/0

ι用しヽ,at筋比11, ノ.`∂%こはっている。

烙点装置のな也は,支謝0)により決定し,くこtii“

ヨ'1,写真-2に示したこありで
｀
ある。くさづ断面11,

上部厚ク0■徹′下訃厚72 91Lπ′高こ/οo CIL4rtご

あり′無筋0毛ルタルとし′その出含嘔,晨‐1に示

,セのこした。

PC釦麟嗜′SPBR 3後  1= メ /3mm′

如警'1,6Sクノ 管径 %.3颯 7n,厚さア̀mm

″使嘱した。又,PC針漱α締わ付け及び末千力0かよ.

油圧ジャッキで有電しヽ′右≦鶴多理11,日―ド七ルによ

った。

3.実 験 “ 果
奥資胡tの1例ι逮べる。図-l11,P C4幼櫛わ

付け力こガロ叡朱の変在のl係ι示したものて
い
ある。実

剛漱鬱疑かう′① プレキャストプロックがずスでしヽ′
② フ

・
レキャストプロック滋部(g婦副に力が発生しな

い,③ 格点麦置の動め有けヵが不足しlL/1,という
メイ牛ιり守ここせ嵐ば,ラーメン燃遊イヘこしての2躍昴に
一至1することが観 でこた。
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